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研究対象としたのは、前述のように現在の障害学の中核となっているアメリカのＤＳＱとイギリス ＤＳ いう２つの 術誌のなかでも、国際性・学術性・日本への影響力という点においてＤＳが優勢と考えられるためである。ＤＳ イギリス障害学の中心的な研究であると同時に、現在 は障害学分野において最も有力な国際学術誌として独自の地位を確立しつつある。また、アメリカの障害学が障害につい の幅広い関心の共有を軸として展開しているのとは対照的に、ＤＳの出自であるイギリス障害学は積極的 理論体系や学問体系の整備を行ってきてい （杉野
 
2004） 。よって、ＤＳもまた























                   
                       
37―障害学の動向―“Disability & Society”を手がかりに― 
                       
                      
 

































































判別できないもの 2 0.3% 
総計 786 100.0% 
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エスニシティ 人種や民族にかんするもの 17 2.2% 
ジェンダー・セクシュアリティ 
ジェンダー・セクシュアリティにかんする
もの 32 4.1% 
運動・解放 
障害者運動や権利・差別にかんするも
の 35 4.5% 
家族 家族にかんするもの 38 4.8% 





























総計   786 100.0% 
 
                       
                       
39―障害学の動向―“Disability & Society”を手がかりに― 
つづいて、各論文が論考の対象としている障害種別のトレンドに
ついて分析する。表３には一九八六年から二〇〇八年の各年について、障害種別ごとの論文件数を示している。表３から読み取りうる傾向として、創刊当初は「その他」や「発達障害」を研究対象とした論文がみられないのに対し、時代を経るごとにそうした論文が増加している点が挙げられる。まず に分類される障害は、創刊号が出版された一九八六年から ばらくはまったく登場しない。九〇年になっ ようやく 件が登場した後 九〇年代 は件数は少ないもののコンスタントに現れるようになっている。さら 、二〇〇〇年代になると一年に四～六件が登場するようになっている。また、 「発達障害」は九一年にはじめて したのち、九〇年代末から二〇〇〇年代にはコンスタント 現れ いる。
 
「その他」に含まれるのは認知症、脳卒中、拒食症など従来は「障
害」の範疇としてはみなされてこなかったインペアメントである。また発達障害は近年になって新たに「障害」の範疇に編入さ たものである。こ ように、従来の典型的な身体・精神・知的などの障害種別には分類しきれないさまざま インペアメントが、障害学研究のなかで研究対象とさ るようになってきたこ がわかった。
 
特に注目されるのは、認知症をはじめとした加齢にともなうイン
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表 3 障害種別のトレンド         




1986 10 3         2       15 
1987 10 2 2       2 1     17 
1988 10 4 2   2       1   19 
1989 4 4 6   1   3       18 
1990 10 4   1 1     1     17 
1991 8 3 1  1 1   1     15 
1992 15 5 4   1           25 
1993 14 8   1 1           24 
1994 18 8 1 1 1       1   30 
1995 9 6 3 1 4 1   2   1 27 
1996 20 6 1 1 1           29 
1997 26 15   2 2           45 
1998 26 11     1   1 1     40 
1999 30 10 2 1 1 3     1   48 
2000 40 10 2   3 1 2       58 
2001 21 10 2 6 3 3 1 3 1 1 51 
2002 28 6 4     3 1 1 3   46 
2003 27 11 4 4 2 1 2       51 
2004 29 6 4 2 2   1       44 
2005 28 6 4 4   2 1 2     47 
2006 18 12 4 1 1 3 1 3 1   44 
2007 27 3   6 1 7 1 1     46 
2008 15 4 1 5 2 1 2       30 
総計 443 157 47 36 31 26 20 16 8 2 786 
            
注）セルを強調しているのは、当該の障害種別がその年の論文件数の 
合計に対し以下の割合を占める場合である。 
  60%以上        
  40%以上 60%未満        
  20%以上 40%未満        
 
 








障害学の基盤となる理論的検討が盛んに行われたと考えられる。その後も理論は毎年登場しており、ＤＳにとって重要なトピックのひとつとなっている。このほか、ほぼ毎年登場しているもの して、生活、制度・政策、支援、教育、ジェンダー・セクシュアリティがある。また、方法論、就労、運動・解放は一九八六～九〇年代半ばまでは、登場する年とない年があり、ばらつきがあったが、それぞれ九六年、九七年 九四年以降は毎年登場しており、障害学研究におけるトピックとして定着してきているも と思われる。
 
つぎに、内容に関して構成した各トピックについて、とくに論文
数の多い五つの をとりあげ、それぞれについてトレンド分析する。取り上げた五つのトピック その論文件数は、理論八九件、制度・政策八一件、生活一〇五件 教育八五件 表象
４
一〇八件
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では、特定の制度名は挙げられず、障害者 関する制度政策がそ背景のイデオロギーとして個人・医療モデルに基づくも である点を批判し、社会モデル的な視点の必要性を説く論文が多 見られた（例、
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1994; Pfeiffer, 1994; Pfeiffer, 1996; O
D
ay, 1996） 。また、イギリス・ア
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regg, 2006; Vanhala, 2006)など、







































































































































































障害の描かれ方や報じられ方につ 研究した論考も、ひとつ 潮流となっている。また日本について論じたも のなかに、そうした

































ティの二分法を用い ことによって、障害者問題 根本的な原因が個人の身体 インペアメントにではなく社会が生み出すディスアビリティにあると主張したように、こうし 取り組みはこれからの障害学においても基本的な方向として保持されていくものと思われる。
 
またそうした障害学の核心ともいうべき社会モデルについては、
これまでの障害学研究において、当初の社会モデルに対して主に女性障害者からインペアメントの疎外 いう重要な指摘が行われ、社会モデルの射程に や個人的経験を取り込もうと う取り組みがなされてきたことが指摘されている （杉野、
2007
ほか） 。
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Disability Studies have their roots in the social movement started by disabled people throughout the world 
from the late 1960s and until the 1970s. By 1990s Disability Studies was also introduced to Japan. The 
purpose of this paper is to find the trends of Disability Studies by reviewing the papers published in 
"Disability & Society" – a prominent British Journal of the field. We believe this review will be especially 
of interest in Japan, where Disability Studies are strongly influenced by research conducted in UK. As our 
primary source we have used the papers with abstracts published in "Disability＆Society", starting from the 
inaugural issue of year 1986 and finishing with the volume 23 number 4 of year 2008. We have categorized 
the papers by subject and analyzed the tendencies. We have found that number of types of impairments 
appearing in "Disability＆Society" grows increasingly year by year and that until the middle 90s many 
papers theorize disabilities through their connection with the social context. This tendency shows that during 
that period the Social Model of Disability – the key concept of Disability Studies – was increasingly used to 
produce more and more detailed understanding of the social phenomena of disabilities. From the second part 
of 90s the Social Model renews and starts to cover increasingly wider range of objects. Disability Studies 
gain more and more power, and papers on new types of impairments based on research in more and more 
countries and regions appear. We conclude that in future objects of inquiry should include disabled people 
from ethnic minorities and also disabled women, and that the ever growing number of types of impairments 
also needs theoretical innovations in the field. 
 
Key Words: Disability Studies in UK, "Disability＆Society", review, trend, from 1986 to 2008 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
